
 

主 催： 日本医学教育学会学習者評価委員会、同教育研究委員会 

     東京大学大学院医学系研究科医学教育国際研究センター 

 

目 的： OSCE などの試験の特性の検討に用いる一般化可能性理論 (Generalizability Theory)に 

 ついて、その基本を講義と演習で学びます。 

日時：2017年11 月19 日（日） 

開場 13:45  開会 14:00  閉会 17:00 

会場：東京大学医学部総合中央館（医学図書館）３F 333 会議室 

http://www.u-tokyo.ac.jp/campusmap/cam01_02_01_j.html 

 
参加対象者： 医学部・医科大学教職員、医学教育学会会員、医学教育関係者 (定員 25 名) 

 

  講演者： YOONSOO PARK, PhD 
      イリノイ大学シカゴ校医学部  医学教育学講座 准教授 

      東京大学大学院医学系研究科 医学教育国際研究センター 

       特任准教授（滞在期間：2017 年 9 月～2018 年 2 月） 

 

使用言語： 英語および日本語（講義は英語で質疑はスタッフが適宜通訳します） 

 

参加申し込み： 北海道大学医学教育推進センター大滝純司( jo-tky@umin.ac.jp)宛に「ワークショ 

  ップ参加希望」の件名でご所属とご氏名を e-mail でお送りください。定員になり次 

  第、締め切らせていただきます。(参加費無料) 

  

※演習に使用しますので、エクセルの使えるノートパソコンをご持参ください。 


